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             「ロ ザ リ オ の 月」 

フランシスコ・ザベリオ 日野 武満 神父 

 

 今月は、主日のミサの前にロザリオの祈りが始まります。 

 祈りの道具として使われているロザリオが、他の宗教にも数珠 

として使われていることをインターネットで調べてみました。 

 古くは中国から伝えられたようですが、イスラム教にも道具と 

して使われているのを聖パウロの道巡礼の時、東方トルコのイス 

タンブールからバスに乗った時に、ガイドさんがイスラム教徒で 

時間が来るとバスから降りてカーペットを敷いて祈りをし、また 

手に数珠を持っていて、アラーは偉大を繰りかえしていました。 

３３回又は１０回を繰りかえすと一環と決まった数ではないよう 

でした。 

 日本においては、仏教の数珠では各宗派で異なるようです。 

また、男、女が使用する数珠の区別もあるようです。数珠の掛け 

方も宗派によって違うようで色々と作法があることを知りません 

でした。私達は、レジオ・マリエに出席し、毎週ロザリオの祈り 

を唱えています。 

    教 会 ご よ み（10 月） 

 曜     典  礼（ミ サ）       備     考     そ  の   他 

１  日  主日ミサ(9:00) 年間第２６主日 ロザリオ１(8:30 以下同) 

 ６ 金 初金ミサ(9:30) 初金  

 ８ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２７主日 ロザリオ２  教会委員会 

１１ 水   聖書の会(10:00) 

１３ 金 週日ミサ(9:30)   

１５ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２８主日 ロザリオ３  みんなの会 

２２ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２９主日  子供ミサ ロザリオ４ 

２５ 水   聖書の会(10:00) 

２８ 土 主日ミサ(前晩 15:30)  バザー前日作業 

２９ 日 主日ミサ(9:00) 年間第３０主日 ロザリオ５  バザー 

※１０/１６～１０/２０  日野神父様 教区司祭黙想会ご出席 

http://free-illustrations.gatag.net/2014/01/01/020000.html
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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～ 中和田の風 ～ 
「浦上天主堂 朝ミサに参加して」  

 

７月初旬、長崎の老人ホームに入所している母（９７歳）に会いに行ってきました。 

いつもはホームの母の個室に３、４日泊まるのですが、今回は初めて長崎カトリックセンターに宿泊し、そ

こから毎日母のホームへ面会に通いました。カトリックセンターは交通の便利も良く食事なしで１泊３５００

円と格安なので長崎巡礼、若者のグループ、家族連れ等、とても人気があります。 

また平和公園、永井博士の如
にょ

己堂
こ ど う

にも歩いて１０分位で行けます。永井博士は長崎大学病院の先生で原爆

時、ご自分も被爆され怪我を負いながらも不眠、不休で多くの人々の救助活動をされた熱心なカトリック信者

です。「子を残して」「長崎の鐘」等、色々な本を残しておられますが、体力的に執筆できないので口述にて作

成されたようです。もとあった家の跡に畳二帖ほどの小さな小屋のような家で生活され、今でも当時の家を無

料で見学できます。 

カトリックセンターの前が浦上天主堂です。毎朝 5時３０分にアンジェラスの鐘が鳴り 6時からミサが始ま

ります。原爆が落とされた数年後から東京に出てくるまで浦上天主堂のすぐ下に住んでいましたので懐かしさ

がこみ上げてきました。 

久々にゆっくりミサに与ることができ改めて驚いたことは聖堂の大きさでした。祭壇は中和田教会の４～５

倍位、聖堂は７～８倍位でしょうか。２階後方にパイプオルガンとエレクトーンがあり、１階にもエレクトー

ンがありました。１階のエレクトーンは平日ミサで使用され毎朝ミサで聖歌が歌われていました。 

神父様２人の司式に小学生の侍者が３人、ミサ参加者は１２０人位いました。ちょうど中和田教会のご復

活、クリスマスミサの参加者と同じくらいでしょうか。日曜日は朝６時のミサから始まって３回、夕方１回の

計４回ミサがあるそうで、一度に千人の収容が可能だそうです。平日の朝ミサに参加されている中には、白、

黒、ブルーのベール等、様々な修道服のシスター方が各修道会から歩いていらっしゃるようでした。小学生の

侍者も朝早く起きて、６時のミサに間に合うように来ているのに感心しました。 

 聖堂内はステンドグラスがはめ込まれ、左右合わせて３０位の立派なステンドグラスの窓でした。朝日を受

け神秘的で幻想的な広い空間に、ただただ圧倒され、いかに自分が小さな人間かと思い知らされたと同時に、

さすがに長崎の浦上天主堂だと、満ち足りた思いで教会を後にしました。 

（楠田 恵美子） 

 

湘 南 キ リ ス ト 教 セ ミ ナ ー の お 知 ら せ 

 今回は、日本の社会の中で問題になっている（孤独、ひきこもり、家庭の崩壊、子供の貧困、自死）に対し

て、キリスト教の立場から、何を提起していけるのかを考えましょうということで、3回に分けて下記のごとく

開催致します。 

 

第１回 １１月４日（土） 「子供の貧困」 （講師：シスター 石川治子 聖心侍女修道会） 

第２回 １１月１１日（土） 「女性の貧困」 （講師：飯島 裕子 ノンフィクションライター） 

第３回 １１月１８日（土） 「現代社会への教皇フランシスコのチャレンジ」 

                    （講師：森 一弘 元カトリック東京大司教補佐司教） 

場 所： カトリック鍛冶ヶ谷教会（３回とも） 

時 間： １３：３０～１５：３０（３回とも） 

参加費： ５００円（３回分） ※但し１回だけでも参加費は５００円といたします。 

                    チケットは、１０月より販売いたします。 

（井上 昭男） 

この写真  の作

http://ja.dbpedia.org/page/%E6%B5%A6%E4%B8%8A%E6%95%99%E4%BC%9A
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
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「敬 老 祝 賀 ミ サ」 お め で と う ご ざ い ま す 

 9月１７日（日）に、「敬老祝賀ミサ」が捧げられ、 

引き続き祝賀会が開催されました。皆様お元気な姿で 

参加され、中には１００歳になられた方もご家族と一 

緒にみえました。ミサ後は、集会室で祝賀会が催され、 

行事グループによりお抹茶でもてなされました。久し 

ぶりにお会いする方々とも歓談し、和やかに過ごし 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

                                  祝 賀 会 に て 

 

 

              合 同 ミ サ に 参 加 し ま し ょ う      

今年も恒例の「修道院＋３教会」の合同ミサが、１１月１２日（日）１１時より原宿教会/修道院で 

開催されます。このミサでは、３教会の子どもさんたちに司祭方より「七五三」の祝福が授けられ、参 

列者が一致して子どもたちの健やかな成長を願う祈りを捧げます。 

また、このミサのテーマは昨年と同じく『家族』です。ここで『家族』とは親兄弟・肉親の家族という意味

を超えて、小教区、さらには地区全体の「司祭・修道者・信徒」からなる共同体をも意味しています。そして、

ミサに与る私たち一人ひとりが「カトリック共同体」の仲間であることを、祈りを共に捧げることを通して実

感できる場でもあります。 

このミサは、通称“七五三ミサ”と呼ばれていますが、子どもさんとそのご両親のためだけのミサではなく、

地区全体の信者が与るに相応しいミサです。いろいろご都合があることとは存じますが、ひとりでも多くの 

中和田教会の皆さまがこの合同ミサに与って頂くことを念じております。 

詳細は、掲示板や「お知らせの時間」を通してご案内しますが、ご参加のほどよろしくお願い申し上げます。 

（典礼グループ 小野 雅彦） 
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委
員
会
だ
よ
り
（
文
中
敬
称
略
） 

（
9
月
１０
日
（
日
） 

11
名
出
席
） 

■
日
野
神
父
様
の
お
話 

・
最
近
、
後
期
高
齢
者
の
方
々
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
病
気
や
け

が
で
入
院
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
教
会
建
物
再
建
の
た
め
の

取
り
組
み
は
、
皆
さ
ん
の
気
持
ち
の
盛

り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
バ
ザ
ー

に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告 

●
典
礼
（
小
野
（
雅
）） 

・
９
月
～
１１
月
の
典
礼
ご
よ
み
確
認 

・
集
会
祭
儀
（
７
月
２
日
）
に
つ
い
て
、
改

善
項
目
は
あ
っ
た
が
概
ね
大
過
な
く
で

き
た
。 

・「
聖
母
の
被
昇
天
」F

M
M
+

３
教
会
合
同
ミ

サ
（
８
月
１５
日
）
は
、
２０
名
ほ
ど
の
中

和
田
信
徒
に
参
加
頂
い
た
。 

・
子
供
ミ
サ
や
日
野
神
父
様
が
長
年
に
亘

っ
て
整
備
し
て
来
ら
れ
た
幼
児
教
育
用

教
材
に
つ
い
て
、
要
理
学
校
の
お
母
さ

ま
方
に
説
明
す
る
機
会
を
設
定
し
た
い
。 

・
七
五
三
祝
賀
ミ
サ
（
１１
月
１２
日
）
は
中

和
田
聖
堂
で
は
行
わ
ず
、FMM

+

３
教
会

合
同
祝
賀
ミ
サ
だ
け
で
行
う
こ
と
に
す

る
。
教
会
再
建
の
為
に
ご
協
力
頂
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
三
教
会
合
同
ミ
サ

に
参
加
し
て
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。 

・
敬
老
ミ
サ
（
９
月
１７
日
）
に
つ
い
て
は
、

い
つ
も
の
通
り
に
行
う
。 

・
１０
月
は
、
ロ
ザ
リ
オ
の
月
な
の
で
、
全
主

日
の
ミ
サ
の
前
に
唱
え
る
。 

●
財
務
（
小
野
（
雅
）） 

・
７
、
８
月
度
の
一
般
会
計
、
建
設
会
計
、

愛
の
献
金
の
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。 

●
宣
教
（
井
上
） 

・
９
月
１６
日
（
土
）
に
森
脇
さ
ん
の
提
案
に

よ
る
映
画
会
が
行
わ
れ
る
。
ポ
ス
タ
ー

を
見
て
、
是
非
参
加
し
て
ほ
し
い
。 

・
各
教
会
で
、
中
高
生
会
を
活
発
に
す
る
た

め
に
昨
年
は
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

っ
た
が
、
１２
月
は
無
理
な
の
で
来
年
に

行
う
予
定
。 

・
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１１
月

４
日
、
１１
日
、
１８
日
の
各
土
曜
日
に
鍛

冶
ヶ
谷
教
会
で
行
わ
れ
る
。
ポ
ス
タ
ー

も
用
意
し
て
い
る
。 

●
要
理
（
保
科
（
桂
）） 

・
８
月
２７
日
（
日
）
に
夏
季
学
校
が
行
わ
れ
、

神
学
生
の
方
と
楽
し
く
過
ご
し
た
。 

・
子
供
ミ
サ
に
つ
い
て
は
子
供
の
数
が
少

な
く
な
っ
た
が
、
仕
事
が
あ
る
と
励
み

に
な
る
の
で
続
け
た
い
。 

●
広
報
（
武
田
（
幸
）） 

・
原
稿
依
頼
（
締
切
９
月
２０
日
） 

 

●
福
祉
（
阿
部
） 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
の
お
米
、
み
そ

な
ど
を
戸
塚
教
会
に
送
っ
た
。 

・
７
月
に
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
に
協
力
し
て
、
古

着
や
食
品
を
寄
付
し
た
。 

・
北
九
州
の
豪
雨
災
害
に
寄
付
を
送
っ
た
。 

●
営
繕
（
五
十
嵐
） 

・
香
部
屋
の
エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
の
電

池
を
取
り
換
え
た
。 

・
消
防
設
備
の
点
検
を
予
定
し
て
い
る
。 

●
行
事
（
望
月
） 

・
敬
老
の
日
の
祝
い
の
会
の
準
備
を
し
て

い
る
。
集
会
室
で
お
抹
茶
の
接
待
を
行

う
予
定
。 

●
み
ん
な
の
会
（
今
井
） 

・
み
ん
な
の
会
９
月
度
会
計
報
告
が
行
わ

れ
た
。 

・
７
月
１６
日
ミ
サ
後
、
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
理

事
長
五
十
嵐
弘
志
氏
の
講
演
会
を
実
施

し
た
。
テ
ー
マ
は
受
刑
者
と
の
文
通
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
参
加
者
は
４０
名
余
り
で
、

好
評
だ
っ
た
。
中
和
田
教
会
の
雰
囲
気

が
良
い
と
お
褒
め
を
頂
い
た
。 

●
総
務
（
小
山
（
恭
）） 

・
１０
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認 

・
位
田
さ
ん
と
岩
﨑
さ
ん
の
お
見
舞
い
は
、

今
の
と
こ
ろ
無
理
な
の
で
ご
遠
慮
願
い

た
い
。 

●
一
粒
会
（
井
上
） 

・
１０
月
９
日
の
一
粒
会
大
会
は
、
中
和
田

教
会
か
ら
５
名
参
加
の
予
定
。 

■
そ
の
他
報
告
事
項 

・
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。 

・
７
月
か
ら
の
教
会
建
物
関
連
の
主
な
動

き
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に
説
明
さ
れ

た
。 

・
藤
沢
教
会
の
バ
ザ
ー
（
１０
月
１５
日
）
に
、

中
和
田
教
会
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
の
予
定

が
あ
る
。 

・
敬
老
祝
賀
ミ
サ
、
祝
賀
会
は
、
委
員
長
が

鍛
冶
ヶ
谷
教
会
へ
の
説
明
会
の
た
め
不

在
に
な
る
。 

■
討
議
事
項 

・
教
会
建
物
再
建
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
２
０
１
８
年
１
月
）
の

提
案
が
あ
り
、
討
議
の
結
果
行
う
こ
と

に
し
た
。
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
す
る
。 

・
１１
月
１２
日
は
３
教
会
合
同
ミ
サ
の
た
め
、

教
会
委
員
会
は
前
日
の
１
１
月
１
１
日

に
行
う
。 

以
上 

（
次
回
委
員
会 

１０
月
８
日
） 


